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昨夜は十三夜。雲がかかっていましたが、時折、雲の合間から美しい月
を見ることができました。空気が澄み、夜空が美しく見えるこの頃です。  
さて、今朝の朝会で次のような話をしました。前回の朝会は、通信トラ

ブルで残念ながらお話ができませんでした。前回の内容は、NLP を達成す
る為に自分ができることは何か、ということでした。ただ、自分が頑張る
ことだけではない。提出に来た時に、学級の返却ケースに友達のものが入
っていたら「友達に届けよう！」ということでした。実際に、多くの友達
が実践してくれていることを大変嬉しく思っています。 
さて、今日は、その NLP について２点、考えてみたいと思います。一点

目、今、どれぐらいの人が達成しているのでしょうか。各学年の達成率で
す。１年生は 82％、２年生は56％、３年生は17％、４年生は0％、５年生
は 3%、６年生は 0%となっています。高学年になれば、なるほど達成率が
低くなるのは当然です。問題集の量が圧倒的に違うからです。考えたいの
は、次のことです。次は、算数１年生の問題集の達成率です。１年生は
82％、２年生は 56％、３年生は 55％、４年生は 22％、５年生は 86%、６
年生は 63%です。皆さんは、この結果をどう受け止め、どう考えますか。
このプロジェクトで、今、このあたりに挑戦していて欲しいと思うところ
は、１年生、2年生は、勿論、合格です。３年生は２年生算数。４年生は３
年生算数。５年生は４年生国語。６年生は５年生国語。このあたりです。
皆さん、達成の為に必要なことは何だと思いますか。それは、「行動するこ
と、実行すること」です。あーだ、こーだとできない理由を見つけるので
はなく、まず、動くことです。そうすれば、必ず、自分が、自分の未来が
変わります。二点目、皆さんは、この NSL 達成者が何をしているか知って

いますか。それは、自分の学年の分をしています。それでは、自分の学年
が終わった人は何をしているのでしょうか。それは、次の学年の分です。
これを聞いて、今、どうして？何で？次の学年って？思った人はいません
か。その人は、恐らく、「学習は、勉強は、誰かに教えてもらうもの」と思
っているのではありませんか。そんなことは絶対ありません。学習、勉強
は、自分でどんどんできるものです。ある意味、そうでないとだめだと校
長先生は思っています。「学習は、自分でできるもの」なのです。１年生が
２年生の勉強を、2年生が3年生の勉強を、３年生が4年生の勉強をしてい
ます。十分、できます。絶対にできます。分からなければ、誰かに尋ねれ
ばいい。答えを見ればいいのです。そして、自分で考えればいいのです。
今は、分からなくても、その時がきたら分かります。自分が、そうやって、
取り組んだものは絶対に身につく、すごい力になります。この NLP は、９
月８日にスタートし６週間が過ぎました。残り４週間です。まだ、時間は
あります。さあ、みんなで、このＮＬＰを成功させよう。「前学年までの総
復習」「誰一人、取り残さない」を達成しよう。その結果、皆さんが手に入
れるものは、①学校の学習がもっと楽しくなる「知識」②一人でも学習で
きる「学習習慣」③最後までやり通せたという「自信」④新しい学びへの
「知的好奇心」この４つです。つまり、NLP は、みんなの「夢の実現への
パスポート」だと校長先生は信じています。今から「行動あるのみ」です。 
寒暖差が激しい時期、昨日、緊急連絡メールでもお知らせしましたが、

服装については、体調に合わせて調節するよう子供達にも伝えています。
また、感染症対策については、「恐れず、正しく、適切に」対応し、感染症
対策（朝の検温、マスクの着用【不織布マスクを推奨】、手洗い、手指の消
毒、３密回避等）を徹底します。保護者の皆様のご理解とご支援、ご協力
をよろしくお願い申し上げます。また、新型コロナウイルス感染症につい
てご心配なことがございましたら遠慮なくご相談ください。中番小学校は、
子供達、保護者の皆様、地域の皆様と共に歩んでいきます。 

NLP（NAKABAN LEARNING PROJECT）。後半戦へ突入！ 
－Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


